
平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報

住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
五
ま
で
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
五
ま
で
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
四
年
総
務

省
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
十
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
十
二

金
融
商
品
取
引
法
第
百
五
十
六
条
の
八
十
六
第
一
項
又
は
第
四
項
の
届
出
の
受
理
又
は
そ
の
届
出
に
係
る

事
実
に
つ
い
て
の
審
査

第
一
条
第
百
項
第
一
号
中
「
特
定
製
品
に
係
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
及
び
破
壊
の
実
施
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
を

「
フ
ロ
ン
類
の
使
用
の
合
理
化
及
び
管
理
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
第
四
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
条
第

一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
特
定
製
品
に
係
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
及
び
破
壊
の
実
施
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律

第
四
十
六
条
第
一
項
」
を
「
フ
ロ
ン
類
の
使
用
の
合
理
化
及
び
管
理
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
五
十
二
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
特
定
製
品
に
係
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
及
び
破
壊
の
実
施
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
四
十

七
条
第
三
項
」
を
「
フ
ロ
ン
類
の
使
用
の
合
理
化
及
び
管
理
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
五
十
三
条
第
三
項
」に
改
め
、

同
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

四

フ
ロ
ン
類
の
使
用
の
合
理
化
及
び
管
理
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
六
十
三
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
の
受

理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

五

フ
ロ
ン
類
の
使
用
の
合
理
化
及
び
管
理
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
六
十
五
条
第
一
項
の
更
新
の
申
請
の
受

理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

六

フ
ロ
ン
類
の
使
用
の
合
理
化
及
び
管
理
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
六
十
六
条
第
三
項
の
届
出
の
受
理
又
は
そ

の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査

第
一
条
第
百
二
十
二
項
第
七
号
及
び
第
百
二
十
三
項
第
三
号
中
「
第
十
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
十
条
の
二
の
二
第

一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
九
項
を
削
り
、
同
条
第
十
項
中
「
別
表
第
二
の
七
の
二
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
七
の
項
」
と
し
、
同
項

を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
別
表
第
二
の
七
の
三
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
七
の
二
の
項
」
と
し
、
同

項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
中
第
十
二
項
を
第
十
一
項
と
し
、
第
十
三
項
か
ら
第
十
七
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上

げ
る
。

第
三
条
第
十
三
項
第
一
号
中
「
特
定
製
品
に
係
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
及
び
破
壊
の
実
施
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第

九
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
十
九
条
第
一
項
」
を
「
フ
ロ
ン
類
の
使
用
の
合
理
化
及
び
管
理
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
特
定
製
品
に
係
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
及
び
破
壊

の
実
施
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
一
項
（
同
法
第
二
十
八
条
及
び
第
三
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）」
を
「
フ
ロ
ン
類
の
使
用
の
合
理
化
及
び
管
理
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
三
十
条
第
一
項
」
に
改

め
、
同
項
第
三
号
中
「
特
定
製
品
に
係
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
及
び
破
壊
の
実
施
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第

一
項
（
同
法
第
二
十
八
条
及
び
第
三
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
「
フ
ロ
ン
類
の
使
用
の

合
理
化
及
び
管
理
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
三
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号

ま
で
の
規
定
中
「
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
資
格
」
を
「
宅
地
建
物
取
引
士
資
格
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
八
項
を
削
り
、
同
条
第
九
項
中
「
別
表
第
四
の
六
の
二
の
項
」
を
「
別
表
第
四
の
六
の
項
」
と
し
、
同
項

を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
別
表
第
四
の
六
の
三
の
項
」
を
「
別
表
第
四
の
六
の
二
の
項
」
と
し
、
同
項

を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
中
第
十
一
項
を
第
十
項
と
し
、第
十
二
項
か
ら
第
十
六
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
五
条
第
十
七
項
第
一
号
中
「
特
定
製
品
に
係
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
及
び
破
壊
の
実
施
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第

九
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
十
九
条
第
一
項
」
を
「
フ
ロ
ン
類
の
使
用
の
合
理
化
及
び
管
理
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
特
定
製
品
に
係
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
及
び
破
壊

の
実
施
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
一
項
（
同
法
第
二
十
八
条
及
び
第
三
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）」
を
「
フ
ロ
ン
類
の
使
用
の
合
理
化
及
び
管
理
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
三
十
条
第
一
項
」
に
改

め
、
同
項
第
三
号
中
「
特
定
製
品
に
係
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
及
び
破
壊
の
実
施
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第

一
項
（
同
法
第
二
十
八
条
及
び
第
三
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
「
フ
ロ
ン
類
の
使
用
の

合
理
化
及
び
管
理
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
三
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
五
項
第
三
号
か
ら
第
五
号

ま
で
の
規
定
中
「
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
資
格
」
を
「
宅
地
建
物
取
引
士
資
格
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
第
十
項
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定

金
融
商
品
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六

年
法
律
第
四
十
四
号
）
の
施
行
の
日

二

第
一
条
第
百
二
十
二
項
第
七
号
及
び
第
百
二
十
三
項
第
三
号
の
改
正
規
定

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
五
日

〇
総
務
省
令
第
三
十
五
号

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二

十
七
号
）
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
住
民
基
本
台
帳

法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
条
の
七
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
条

の
十
第
二
項
、
第
三
十
条
の
十
一
第
二
項
、
第
三
十
条
の
十
二
第
二
項
、
第
三
十
条
の
十
五
第
四
項
、
第
三
十
条
の
十

六
、
第
三
十
条
の
十
七
第
一
項
並
び
に
第
三
十
条
の
十
八
並
び
に
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第

二
百
九
十
二
号
）
第
三
十
条
の
五
第
四
号
、
第
三
十
条
の
八
第
一
号
及
び
第
二
号
、
第
三
十
条
の
九
第
一
号
及
び
第
二

号
、
第
三
十
条
の
十
第
一
号
及
び
第
二
号
、
第
三
十
条
の
十
一
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
三
十
四
条
第
三
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

山
本

早
苗

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
自
治
省
令
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
を
第
九
条
の
二
と
し
、
第
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
住
民
票
コ
ー
ド
の
指
定
等
）

第
九
条

法
第
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
住
民
票
コ
ー
ド
の
指
定
は
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構

（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）が
市
町
村
の
人
口
等
を
勘
案
し
、無
作
為
に
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。）は
、
住
民
票
に
記
載
す
る
こ
と
の
で
き
る
住
民
票
コ
ー
ド
が
不
足
す
る
と

見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
機
構
に
対
し
、
当
該
不
足
す
る
と
見
込
ま
れ
る
数
の
住
民
票
コ
ー
ド
に
つ
い
て
法
第
三
十
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
及
び
通
知
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
中
「
第
三
十
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
三
十
条
の
四
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
三
項
第
二
号
中
「
第
二
十
一
条
の
二
又
は
第
二
十
七
条
の
二
」
を
「
第
二
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
第

四
項
中
「
第
三
十
条
の
五
第
四
号
」
を
「
第
三
十
条
の
五
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
三
十
条
の
三
」
を

「
第
三
十
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

令
第
三
十
条
の
五
第
四
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
記
載
の
修
正
の
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

一

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律

第
二
十
七
号
。
次
号
に
お
い
て
「
番
号
利
用
法
」
と
い
う
。）第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
個
人
番
号
の
指
定
の

請
求
に
基
づ
き
個
人
番
号
の
記
載
の
修
正
を
行
っ
た
場
合

個
人
番
号
の
変
更
請
求

二

番
号
利
用
法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
職
権
で
個
人
番
号
の
記
載
の
修
正
を
行
っ
た
場
合

個
人
番
号
の

職
権
修
正

三

前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

個
人
番
号
の
職
権
記
載
等

第
十
二
条
中
「
第
三
十
条
の
五
第
二
項
」
を
「
第
三
十
条
の
六
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
中
「
第
三
十
条
の
五
第
三
項
」
を
「
第
三
十
条
の
六
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
機
構
へ
の
通
知
の
方
法
）

第
十
四
条

法
第
三
十
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
電
子
計
算
機
の
操
作
に
よ
る
も
の
と
し
、
電
気
通
信

回
線
を
通
じ
た
送
信
の
方
法
に
関
す
る
技
術
的
基
準
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
が
定
め
る
。
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